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要旨 
鈴鹿大学短期大学部（以下、本学）においては、2017（平成 28）年度に子育てイノベー
ションセンターを設立し、様々なイベントや事業を行っている。その中の一つに産学官の
協同によりモータースポーツ都市である鈴鹿市において幼児期の最初の乗り物であるラン
ニングバイクを活用した事業がある。ランニングバイクは２歳児より自身で操縦しながら
動かせる二輪の乗り物であり、全国規模の大会も行なわれており、人気が高い。現在、我
が国における子育てや子どもの発育発達に関する課題が数多くある中、ランニングバイク
を通して、産学官が協同し、事業を行い、その中から調査研究を行うことによって、その
課題の解決に向けた方策について考えることは意義のあることと考えられる。そこで、産
学官協同によるランニングバイク事業を立ち上げ、幼稚園および保育所でのランニングバ
イク体験会等を行った。その成果および今後の事業展開について考察を行った。  
 
キーワード 
産学官連携，ランニングバイク，乗り始め，体験会  
 
１．緒言 
子ども・子育てをめぐる環境は変化し、課題が山積している。課題の一つとしては、少
子化があげられる。一般的に一人の女性が一生涯に産む子どもの数と言われる合計特殊出
生率は第二次ベビーブームが終わった 1974（昭和 49）年以降は低下の一途をたどり、2005
（平成 17）年には最低の 1.26 まで落ち込んだ。最近では、少し持ち直しているものの、
人口が一定となる 2.1 から 2.2 よりはかなり低値となっている。最新の人口動態統計〔厚
生労働省，2017〕においては、合計特殊出生率の全国の数値は 1.44（2016（平成 28）年）
となり、出生数も統計開始以来から初めて 100 万人を割っている。また、三重県において
は、1.51（2016（平成 28）年）となっており、全国の値よりは若干高いものの、地方にお
いても少子化は進んでいる〔厚生労働省，2017〕。そして、家族の形態も大きく変化してい
る。厚生労働省の国民生活基礎調査によると昭和 61 年の統計では 44.8％であった三世代
同居世帯は平成 28 年の統計では、11.0％まで減少し、夫婦のみ、もしくは夫婦と未婚の子
                                                   
1 生活コミュニケーション学科こども学専攻  
2 こども教育学部こども教育学科  
3 国際人間科学部国際学科  
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どもが同居のいわゆる核家族化が進んでいる〔厚生労働省，2016〕。 
また、虐待件数についても、厚生労働省の調査で全国の児童相談所での児童虐待に関す
る相談対応件数は、2016（平成 28）年の統計において、12 万件を越えており、年々増加
の一途を辿っている〔厚生労働省，2016〕。そして、内閣府の統計によると子どもの相対的
貧困率は 1990 年代半ば頃からおおむね上昇傾向にあり，2009（平成 21）年には 15.7％と
なっており、子どもがいる現役世帯の相対的貧困率は 14.6％であり，そのうち，大人が 1
人の世帯の相対的貧困率が 50.8％と，大人が 2 人以上いる世帯に比べて非常に高い水準と
なっていると報告されている〔内閣府，2015〕。 
一方で、子どもの発育発達に関する課題についても報告されている。その中の一つとし
て、子ども達の体力・運動能力低下が大きな健康課題としてあげられている。体力運動能
力の低下の原因としては、時間、空間、仲間の所謂三間が減少し、遊びを含めたスポーツ
や運動する機会が減っていること、そして、科学技術の発展、生活の質の向上により便利
な生活になることから日常生活動作が少なくなっていることが考えられる〔武藤ら，2007〕。
スキャモンの発達発育曲線によると、幼児期は神経系の発達が著しく、この時期にさまざ
まな動きを経験することにより、将来的に運動機能の発達が促されるとされている
〔Scammon, R. E.，1927〕。2012（平成 24）年に制定された幼児期運動指針においては、
幼児期の運動について、①多様な動きが経験できるように様々な遊びを取り入れること、
②楽しく体を動かす時間を確保すること。そして、③発達の特性に応じた遊びを提供する
ことという３つのポイントが示されている〔文部科学省，2012〕。また、幼稚園教育要領〔文
部科学省，2008〕や保育所保育指針〔厚生労働省，2008〕においても遊びを通して保育の
ねらいが達成されるようにとの記載があることから、幼児期にとってからだを動かす遊び
は重要なものであると考えられる。 
一方、本学が所在している鈴鹿市は三重県の中勢地域にあり、周りは伊勢湾と鈴鹿山脈
に囲まれた自然豊かな地域である。その中で、国際自動車連盟  (FIA) が主催する自動車レ
ースの最高峰である F1 グランプリシリーズを日本で多く開催してきた鈴鹿サーキットも
ある。そのことから、鈴鹿市は 2004（平成 16）年 12 月に全国で初めて、そして唯一のモ
ータースポーツ都市宣言を告示している。鈴鹿市は、四季折々の美しい自然や、長い歳月
をかけて培った伝統文化とともに、躍動感あふれるモータースポーツを愛することによっ
て、生き生きとした夢や未来を語ることのできるまちをつくるため、次の目標をかかげ、
鈴鹿市を「モータースポーツ都市」と宣言している〔鈴鹿市，2004〕。そして、以下のよう
な５項目の具体的な施策を示している。これにより鈴鹿市は、モータースポーツの聖地と
して多くの人達に知られる都市となっており、モータースポーツによる地域の活性化を推
進している。  
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幼児が最初に自らが操作する乗り物として、これま
では三輪車が主流であった。三輪車はペダルを漕いで
進み、曲がる時もハンドルをきって曲がるように設計
されている。形態的も安定しており、転倒等の危険性
も少ない。一方で、現在幼児期の新しい乗り物として、
ランニングバイク（ストライダー、足漕ぎバイク等名
称はさまざまある。）が登場している。（図１）ランニ
ングバイクは２歳くらいから乗ることができる二輪の
乗り物であり、ペダルはなく、足で蹴りバランスを取
りながら前進する。また、曲がるときには、自然な体重移動によってバランスを取りなが
ら曲がることになる。これらのことから、ランニングバイクは、不安定さを子ども自身の
技術でコントロールし、バランス機能やその他の運動機能の向上につながっていくものと
考えられる。また、ランニングバイクに乗るためには、少しの時間でも練習が必要になっ
たり、乗れるようになってからもその形態から常に転倒の危険があるため、親子で一緒に
行うことが多くなる。つまり、ランニングバイクは、２歳からの自主的な心と身体の発達
を促し、親と子の成長を後押し、親子関係を構築するという効果があるとされている〔内
木場，2016〕。 
 このようにランニングバイクは幼児の発育発達や親子関係の構築に効果があると考えら
れるが、それを実証する研究はまだ行われていない。また、モータースポーツ都市宣言を
行っている鈴鹿市と鈴鹿市にある企業とが協同協力して、ランニングバイクを利用したさ
まざまな事業を行うことは非常に有益であると考えられる。そこで今回、鈴鹿商工会議所、
１ モータースポーツを通じて、鈴鹿市民であることに誇りを持ち、活気と希望に満ちた、
光り輝くまちをつくります。  
１ モータースポーツを通じて、国際人としての自覚を持ち、国際社会の和平と友好に貢
献します。  
１ モータースポーツを通じて、自らの道を創造的に切り開くことのできる子どもたちを
育てます。  
１ モータースポーツを通じて、国内外から訪れる人々をおもてなしの心でお迎えし、友
情とふれあいの輪を世界に広げます。   
１ モータースポーツを通じて、住む人にも、訪れる人にも快適で美しい街並みをつくる
事故のない安心で安全なまちをつくります。  
（鈴鹿市ホームページ，2017） 
図１．ランニングバイク  
（STRIDER JAPAN HP より）  
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SUZIKA 産学官交流会および（株）フォーティーフォーの協力のもと、鈴鹿市におけるラ
ンニングバイクを利用した産学官の連携事業を行うこととした。具体的な事業内容につい
て、下記に示した。これらの事業を産学官の協同で行うことにより、さまざまな方向に広
がりを持った事業展開が可能になると考えられる。  
（１） 幼稚園・保育所におけるランニングバイクのプログラム実施 
（２） ランニングバイクの効果に関する研究 
（３） ランニングバイク大会、研究成果発表会の開催 
 本稿においては、本事業のスタートアップとして行った鈴鹿市長訪問、鈴鹿イオンショ
ッピングセンターで行ったモータースポーツイベントおよび事業一覧に記載した幼稚園・
保育所のランニングプログラムの実施報告を中心にこれまで実施した産学官の協働におけ
るランニングバイク事業の活動について報告し、今後の調査研究および事業の展開につい
て考察を行う。 
 
２．これまでの産学官協同によるランニングバイク事業 
（１）ランニングバイク競技会の視察（2016（平成 28）年２月） 
１）２月１日（水）～２月３日（金）＠札幌雪まつり つどーむ会場 
スノーストライダーイベントの視察見学のため、札幌雪まつりつどーむ会場を視察見学
した。雪の上では通常のランニングバイクと違い、スキーアタッチメントが装着されてい
る。雪の上では少し抵抗も大きいようで、“蹴って進む”ではなく、坂道を下る方法で体験
会が行われていた。  
１回目の下降ではスタッフに支えられている子どもが多いが、数回のうちにひとりで下
降が可能になり、笑顔も見られるようになっていた。乗りこなすまでにかかる時間はスキ
ーアタッチメントがついていても、通常のストライダーと大きな違いは感じられなかった。 
 イベントに参加していた保護者にもインタビューを行った。ランニングバイクに乗るこ
とによって運動能力がアップしたように感じていた。スノーストライダー体験は保護者に
促されることなく、子どもたちが自ら興味をもって体験す
る姿ばかりであった。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真１  スノーストライダー体験  写真３  スノーストライダー  写真２  スノーストライダー  
イベント会場  
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２）２月 18 日（土）～２月 19 日（日） ＠サイクルスポーツセンター静岡 
静岡県修善寺町のサイクルスポーツセンターへ 2016 FM IS CUP in CSC STRIDER 
Park 視察見学に行った。 
 大会は年齢別に予選から決勝戦まで行われていた。多くの保護者が熱心に応援し、大い
に盛り上がっていた。選手名のコール方法、スタート方法、実況の仕方、表彰の仕方など、
大会運営の方法を学ぶことができた。コースは単純であったが、障害物などが用意されて
いた。また観客席ではブルーシートなどをひいてピクニックのように家族団欒する姿も見
られ、選手の年齢層的にバギー置き場やオムツ替えスペースなども必要であることがわか
った。 
 大会会場では転んでも最後まで走りきる姿、“負けて悔しい”と泣く姿や、親子で喜び合
う姿なども見られ、運動面の能力だけでなく、幼児のこころの発
達も促す効果があるように感じられた。さらに、親子のコミュニ
ケーションのきっかけとしての効果も期待され、今後の研究の
ヒントを得ることができた。  
 
 
 
（２）鈴鹿市長表敬訪問 
 2017（平成 29）年４月 27 日（木）に本学、鈴鹿商工会議所、SUZUKA 産学官交流会お
よび（株）フォーティーフォーの産学官の協働で実施するランニングバイク事業の紹介を
するために鈴鹿市長を表敬訪問した。鈴鹿市長には、本事業の趣旨、目的、主な活動内容
等を説明し、鈴鹿市として本事業への協力を求めた。  
１）説明された主旨 
SUZUKA 産学官交流会は、鈴鹿市の特色であるモータースポーツを教育に取り入れた
「ランニングバイクを活用した子どもの健康づくり」に取り組む。この事業は平成 28 年
度三重県高等教育機関魅力向上委員会補助事業である鈴鹿大学短期大学部子育てイノベー
ションセンターと鈴鹿大学の「こども教育学部」開設（平成 29 年４月）に伴う事業の一環
である。また、鈴鹿市を代表するモトクロス選手である小島庸平  氏が経営する(株)フーテ
ィーフォーとの産学官連携により展開することとする。  
写真４  コース説明図  写真５  予選の様子  写真６  決勝の様子  
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２）活動内容 
①幼稚園・保育園におけるランニングバイクのプログラム実施（後述）  
②ランニングバイクの効果に関する研究  
ランニングバイクを用いた幼児の発育発達に関する研究および親子関係の構築に関す
る研究を計画し、進めていく。得られた研究結果は随時関連学会や SUZUKA 産学官交流
会主催の「鈴鹿大学・鈴鹿大学短期大学部  産学官交流フォーラム」にて報告発表をしてい
く。 
③ランニングバイク大会の開催 
ランニングバイク大会を開催し、ランニングバイクの啓蒙はもとより、“モータースポー
ツ都市宣言の街・鈴鹿市”をアピールする。ランニングバイク大会は 2017（平成 29）年
10 月 21 日（土）に鈴鹿大学にて開催し、約 100 名の２歳から６歳までの幼児が参加した。 
④その他 
 a.モータースポーツ関係者によるランニングバイク大会の企画・運営等を通じて、ラン
ニングバイクやグッズの販売を促進し、モーター業界の活性化を図る。 
 b.授業の一環として、学生をプロジェクトへ参加させることにより、モータースポーツ
マネジメントやこども教育の実践の場を提供すると共に、将来の地元就職を促す。  
 c.“モータースポーツ都市宣言の街・鈴鹿市”の知名度を活かして、MADE in SUZUKA
のランニングバイクの製作を模索する。 
 
３．「ランニングバイク体験会」事業の取り組み 
本学子育てイノベーションセンターでは、幼児向けランニングバイクを活用した‘こ
ころ’と‘からだ’に効く、こども教育とモータースポーツの提案を進めている。 
事業の目的は、 
①ランニングバイクの体験を通して、子どもたちにモータースポーツの楽しさを伝
えること 
②子どもたちのバランス感覚、体幹、足腰、こころの発達について研究データの測
定・検証を行うこと 
③モータースポーツ都市宣言の街「鈴鹿」の活性化と持続的発展に貢献すること 
 以上、３つの目的を持って事業展開している。 
１）準備および広報活動 
鈴鹿市内の幼稚園・保育所へ、年中児（３～４歳児）対象にランニングバイク体験会
の開催が可能か問い合わせ、興味あるという園に対しては、本センターとランニングバイ
クに関する資料を持参し体験会開催の依頼をおこなった。 
開催日の決定については、訪問園の行事や保育計画の妨げとならないよう十分配慮
し、各園と調整を繰り返し、開催日を決定した。同時に、SUZUKA 産学官交流会（本
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学・企業・鈴鹿商工会議所）に連絡を取り、三者と協力して準備を進めた。開催一週間前
には、本センター担当者が事前打ち合わせに向かい、園児が走行するコースや音響設備の
確認と研究や広報活動用の撮影許可を得た。報道関係への情報提供は、鈴鹿商工会議所に
依頼し体験会会場にて記者への対応をおこなった。学生ボランティアは、事業担当者が授
業の中でランニングバイク体験会の取り組みについて説明し募集した。保育現場やランニ
ングバイクに興味がある学生や留学生においては日本語の勉強のためと様々な理由から応
募してきた学生と共に体験会を実施した。 
 
２）体験会の概要 
 平成 28 年度と平成 29 年度体験会開催園と内容（写真７・８）は、次のとおりである。 
開催日：《平成 28 年度》 
第１回 平成 29 年３月６日（月） 
     社会福祉法人 あおい会 あおい保育園〔参加園児 34 人〕 
《平成 29 年度》 
第２回 平成 29 年６月 27 日（火） 
社会福祉法人 白鳩会 かもめ保育園、しらはと保育園〔参加園児 68 人〕 
第３回 平成 29 年８月 29 日（火） 
社会福祉法人 あおい会 あおい保育園〔参加園児 32 人〕 
第４回 平成 29 年９月５日（火） 
学校法人 ひかり学園 白子ひかり幼稚園〔参加園児 39 人〕 
第５回 平成 30 年２月 訪問予定 
内 容：①開会あいさつ 
②プロライダーによるデモンストレーション 
③ランニングバイク試乗体験（園児数によりグループ数が多い場合
は、待ち時間を利用して「交通安全指導」を実施。） 
④試乗体験調査（園児対象） 
⑤閉会あいさつ 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真７ 試乗している様子  写真８ プロライダーによる 
デモンストレーション  
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 実施内容は全園同じだが、訪問先の園児数によりグループ数を変え、接触による転倒や
怪我が無いよう、安全に配慮しながら実施した。また、グループ数を増やしたことにより
待ち時間ができた場合は、交通安全指導（写真９）を行い、あそび感覚で交通マナーを学
ぶ時間を設けた。 
 試乗するには、ヘルメットと腕や膝にプロテクター、手袋を装着しなければならない。
子ども一人で装着が難しいため、事業担当者やボランティア学生（写真 10）が手伝っ
た。しかし、大人が付けても時間が掛かるため、毎回装着しやすいように工夫し、園児が
少しでも長時間体験できるよう装着時間の短縮に心掛けながら取り組んだ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
３） 事業評価 
子どもの健康を願い平成 28 年度から取り組んで来た体験会であるが、ランニングバイ
クは子どもが楽しめる乗り物かを調べるため、試乗直後にランニングバイクに乗った感想
を「たのしかった・つまらなかった」「かんた
んだった・むずかしかった」の４つの質問に
ついて、スケッチブックにシールを貼りつけ
る方法で調査を実施した。 
・調査期間：平成 29 年３月６日～９月５日 
・調査対象者：体験会参加園児：173 人 
・調査内容：体験直後に「たのしかった」「つ
まらなかった」「かんたんだった」「むずかし
かった」、以上４つの質問について調査した。 
・調査結果：調査結果は、図２と図３のとおりである。 
写真 10 ボランティア学生が装着している様子  写真９ 交通安全指導  
写真 11 調査の様子  
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図２.「たのしかった」「つまらなかった」 
 
図３.「かんたんだった」「むずかしかった」 
 「たのしかった」「つまらなかった」については、図２のとおり経験者、未経験者に関係
なく体験した園児には、全ての園で「たのしかった」（73～100％）という回答を得ること
ができた。かもめ・しらはと保育園については、経験者（既にストライダー教室に参加し
ている園児）と未経験者にグループを分けたため、「つまらなかった」という回答が他の園
より割合が高くなっているが、「たのしかった」が 73％以上と高く、試乗体験した園児に
は好評であったことがわかった。 
 「かんたんだった」「むずかしかった」については図３のとおりである。「たのしかった」
と比較すると 100％という園は減っているが、「かんたんだった」と回答した園児は、各園
の結果を見ると 70～100％と高評価の園が多かった。また、「むずかしかった」と回答した
園児を園ごとにみると 20％前後の割合が多く、この結果からランニングバイクは楽しく簡
単に乗れる乗り物ということがわかる結果となった。 
 
４．考察 
鈴鹿市内にある幼稚園や保育所を廻り、ランニングバイクの体験会を実施することに
より、幼児向けランニングバイクを活用した‘こころ’と‘からだ’に効く、こども教育
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の提案を進めてきたが、図２・３の調査結果からもわかるようにブレーキとペダルが付い
ている自転車と違い、自分の足で蹴ってスピード調整し、両手でバランスを取りながら進
むランニングバイクの楽しさを伝えることができた。また体験会での出来事だが、「怖
い」と言って泣いていた子どもが転倒しそうになると直ぐに両足を着け止まり、また走行
するという事を数回繰り返すと、両足が着くという安心感から恐怖心が無くなったのか、
コースを２～３周すると他の子どもと嬉しそうに走行している姿を目の当たりにし、この
体験は子どもの気持ちを強くするものであるということがわかった。 
以上、これまでに述べてきたランニングバイク体験会での調査結果からもすでにいく
つか実証されているが、ランニングバイクは幼児が比較的短時間で乗れるようになり、楽
しさややりがいを感じられる遊びである。幼児期運動指針〔文部科学省，2012〕では、幼
児期における運動の意義（効果）として以下の５つをあげている。その５つとは、①体
力・運動能力の基礎を培う、②丈夫で健康な体になる、③意欲的に取り組む心が育まれ
る、④協調性やコミュニケーション能力が育つ、そして、⑤認知的能力の発達に効果があ
る、である。筆者らは、このランニングバイクを行うことでこの５つすべての効果が期待
できると考えている。すなわち、全身を使いランニングバイクを漕ぐことにより身体的機
能や体力、運動能力が向上する。また、簡単な練習によって自身でランニングバイクを操
ることができることにより有能感が育つ。そして、兄弟、友達や保護者と一緒にランニン
グバイクで遊ぶことにより協調性やコミュニケーション能力が育つ。さらに、よりスピー
ドが出る乗り方、カーブを効率よく曲がる方法の習得により認知的能力の発達が期待でき
る。 
これらの効果は今後一つずつ検証していく必要があることは言うまでもないが、これ
らの効果が検証できたとき、ランニングバイクの可能性は大きく広がるものと考えられ
る。われわれが本事業を実施することによって、期待される効果としては、鈴鹿市にある
公園や河川敷など、いたるところで「親子」が「ランニングバイク」に乗りながら遊んで
いる風景が見られることである。それにより、ランニングバイクによる子育て環境の向上
と親子関係の構築の推進をしていきたと考えている。さらに、Made in Suzuka のランニ
ングバイクを使用し、産学官の協働で開催されるランニングバイク競技会に親子で、もし
くは友達同士で参加することにより、地域を活性化させることができると考えている。今
後も積極的に鈴鹿の子どもの健やかな成長を願いランニングバイクの普及活動に取り組ん
でいきたいと考えている。 
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